


　玄関に続く北隅櫓は小天守北ノ櫓とか戌亥小天守、南隅櫓は申酉小天
守とも呼ばれ、大天守に次ぐ格式をもつ櫓である。十間廊下は天守の搦手
（裏手）にあたる西側の乾門方面を防衛する重要な櫓であって、北隅櫓と
南隅櫓を連結する渡櫓でもある。桁行が10間あることからこの名がある。

　この門は、本丸の大手入口の最
初に現存する高麗門である。登城
道U字屈折の終点に位置する。昔
から門扉がないので戸無門と呼ば
れ、鏡柱にも扉を取り付けた痕跡が
ない。

　太鼓門・同南北続櫓・太鼓櫓・巽櫓は1つの防御単位を構成し、高さ約
5mの石垣に一線に構築され、筒井門から本丸南腰郭に侵入してくる敵に
備えている。石垣の西端の太鼓櫓と太鼓門との間にある24.41mの渡塀に
は狭間21ヵ所、石落2ヵ所が設けられている。
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◎所　在　地：松山市丸之内
◎別　　　名：勝山城、金亀城
◎重要文化財：21棟
　大天守、乾櫓、野原櫓、仕切門、紫竹門、隠門、戸無門、一ノ門ほか

大天守、小天守、隅櫓を渡櫓で互いに結び、武備
に徹したこの天守建造物群は、わが
国の代表的な連立式天守を
備えた城郭といわれている。
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この門の櫓は小天守と大天守をつ
なぎ、三ノ門から侵入する敵の正面
を射撃する構えとなっている。
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